
書式第１９号（法第２５条関係）                        

 
特定非営利活動法人外国人看護師・介護福祉士教育支援組織 定款 

 
新旧対照表 

 

新 旧 

（目的） 

第３条 この法人は、外国人に対して、日本語

及び国家試験対策学習への教育支援、看護・

介護教育支援、異文化交流に関する事業を行

い、国際的文化・技術の交流と協力、相互理

解及び国際親善に寄与することを目的とす

る。 

 

（事業の種類） 

第５条 この法人は、第３条の目的を達成する

ため、特定非営利活動に係る事業として、次

の事業を行う。 

(1) 外国人の日本語学習及び国家試験対策学

習支援事業 

(2) 外国人の看護・介護教育支援事業 

(3) 外国人の日本文化の理解促進に関する事 

 業 

(4) 外国人の日本社会への適応に関する事業 

(5) 外国人の教育支援事業を目的とする団体 

との情報交換及びネットワークの構築事業 

(6) 現行のとおり 

 

 

 

 

 

 

（構成） 

第 37条 この法人の資産は、次の各号に掲げ

るものをもって構成する。 

(1)～(3) 現行のとおり 

(4) 財産から生じる収益 

(5) 事業に伴う収益 

(6) その他の収益 

（目的） 

第３条 この法人は、外国人研修生（主に看護

師及び介護福祉士候補者）に対して、日本語

及び国家試験対策学習への教育支援、異文化

交流に関する事業を行い、国際的文化・技術

の交流と協力、相互理解及び国際親善に寄与

することを目的とする。 

 

（事業の種類） 

第５条 この法人は、第３条の目的を達成する

ため、特定非営利活動に係る事業として、次

の事業を行う。 

(1) 外国人研修生（主に看護師及び介護福祉士

候補者）の日本語学習及び国家試験対策学習

支援事業 

(2) 外国人研修生（主に看護師及び介護福祉士

候補者）の日本語学習及び国家試験対策学習

支援者育成事業 

(3) 外国人研修生（主に看護師及び介護福祉士

候補者）の日本文化の理解促進に関する事業 

(4)外国人研修生（主に看護師及び介護福祉士

候補者）の日本社会への適応に関する事業 

(5) 外国人研修生（主に看護師及び介護福祉士

候補者）の教育支援事業を目的とする団体と

の情報交換及びネットワークの構築事業 

(6) (略) 

 

（構成） 

第 37 条 この法人の資産は、次の各号に掲げ

るものをもって構成する。 

(1)～(3)  略 

(4) 財産から生じる収入 

(5) 事業に伴う収入 

(6) その他の収入 



 

(暫定予算) 

第 44条 前条の規定にかかわらず、やむを得

ない理由により予算が成立しないときは、代

表理事は、理事会の議決を経て、予算成立の

日まで前事業年度の予算に準じ収益費用を

講じることができる。 

2 前項の収益費用は、新たに成立した予算の収

益費用とみなす。 

 

 

附則 この定款は、令和  年  月  日 

から施行する。 

 

(暫定予算) 

第 44 条 前条の規定にかかわらず、やむを得

ない理由により予算が成立しないときは、代

表理事は、理事会の決議を経て、予算成立の

日まで前事業年度の予算に準じ収入支出す

ることができる。 

2 前項の収入支出は、新たに成立した予算の収

入支出とみなす。 

 

 

 


